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休業中の皆さんへ

国語科 速水玲子

見事に咲いていた学校の土堤の桜も今はすっかり緑になり、気持ちの良い日差しの中で

日ごとにその色が濃くなっています。新型コロナウイルス感染症の影響による突然の臨時

休校から約１か月経った４月８日。緊張した様子の１年生、一つ先輩になった２年生、最

上級生になった３年生と、それぞれスタートした新年度に喜びを感じている生徒の皆さん

の元気な声が、久しぶりに校内に満ちていました。しかし、それもつかの間、再び臨時休

校となってしまい、生徒の皆さんの姿のない学校は本当に寂しく、時折聞こえる鳥の声も

なんとなく悲しげです。

さて、皆さんは今どのように生活を送っていますか。規則正しい生活が送れているでし

ょうか。いろいろと大変なこともあると思いますが、課題に取り組んだり運動をしたりし

て生活のリズムを整え、心と体の健康を保ってください。また、家にいる時間が増えた今

だからこそ、積極的に家事を手伝ったり、家族と話をしたりしましょう。学校が再開され

たとき、この時間が無駄ではなかったと思えるように、一人一人が今できることに精一杯

取り組み、前向きな気持ちで生活してほしいと思います。

しかし、制限の多い生活が続く上に、新聞やテレビを見ても新型コロナウイルスに関す

るニュースばかりで暗い気持ちになっている人や、感染症について心配している人、勉強

や部活動や進路についての不安を感じている人もいると思います。心配なこと不安なこと

がある人は、一人で抱え込まず周りの人に相談しましょう。学校もいつでも相談に応じら

れるようにしています。スクールライフアドバイザーの片桐先生も来校され電話での相談

もできます。気軽に相談してください。

今、感染した方やその家族、感染症と最前線で闘っている医療従事者の方々や、私たち

の生活を守るために働いている方々への差別や偏見が大きな問題になっています。ウイル

スを恐れるあまり何もかも病気と結びつけて考えたり、不確かなうわさや情報を信じたり

広めたりすることはやめ、この事態に対応し力を尽くしているすべての人に敬意と感謝の

気持ちを持ちましょう。医療従事者への感謝とエールを伝える行動が世界中で広まってい

ますが、ある看護師の方の、「一番のエールは皆さんがコロナにかからないことです。距

離をとっていても心は側にあります。」という言葉が心に残っています。力を合わせてこ

の厳しい状況を乗り越え、また笑顔で学校で会いましょう。



今年度人権委員長になりました、３年機械建築工学科、藤谷魁星です。

人権委員会では、人権に関する正しい知識を身に付けて学校のみんなに伝えて

いきます。一人一人が自分のこととして考えて差別に気付き、差別を許さない感

覚を磨きましょう。吉高生の良いところは、元気があり挨拶もできるところです。

しかし、目上の人への言葉遣いや、友達への言葉使いには直した方がいいところ

があると思います。軽い気持ちで言った言葉で簡単に人を傷つけてしまうことも

あるので、今年度は言葉遣いに気を付けて、みんなが明るく楽しい学校生活を送

れるようにしたいと思っています。人権集会での発表など、委員みんなで協力し

て頑張っていきたいです。１年間よろしくお願いします。

人権委員会では、「えひめの高校生の皆さんへ」のメッセー

ジを受け、高校生としてどう行動すればいいかを話し合いまし

た。２・３年生の意見を紹介します。

人権委員紹介 今年度の人権委員です。よろしくお願いします。

１Ｇ１ 西平 政 ２Ｇ 上田涼太 ３Ｇ１ 若下千咲

１Ｇ２ 清家光輝 ２Ｍ 高田茉衣斗 田中涼菜（副委員長）

山下千衿 ２Ｅ 松本直人 ３Ｇ２ 小林聖奈

１Ｍ 佐々木健成 ３Ｍ 藤谷魁星（委員長）

１Ｅ 毛利 快 ３Ｅ 松井朝陽


